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旬の食べ物を大量に手に入れても、うまく保存できなければ腐らせてしまいます。
そのため人類は食べ物を乾燥させたり、塩漬けや燻製にしたり、発酵させたり、
さまざまな保存法を生み出してきました。そこへ約200年前に登場したのが缶詰
です。食べ物本来の味を損なうことなく、旬の食材を長く保存できて、さらに食
糧の大量生産・大量輸送も可能にした缶詰は、私たちのライフスタイルを変える
画期的な発明でした。現代では冷蔵庫や冷凍庫で食材を保存できるようになり、
多様な容器も登場していますが、缶詰は食文化の一つとして世界中に息づいています。
その食文化を包み育んできたのが鉄のチカラなのです。

缶	そのすべて
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私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
缶
詰
が
大
好

き
で
し
た
。
缶
詰
を
見
た
だ
け
で
、
パ
ブ
ロ
フ

博
士
の
犬
君
の
よ
う
に
よ
だ
れ
が
ピ
ル
ピ
ル
と

止
め
ど
な
く
出
て
く
る
よ
う
な
人
生
を
、
こ
れ

ま
で
送
っ
て
き
ま
し
た
。
家
が
造
り
酒
屋
で
、

店
に
は
缶
詰
も
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

失
敬
し
て
は
自
分
の
部
屋
で
こ
っ
そ
り
食
べ
た
り
、

学
校
に
持
っ
て
行
き
、
帰
り
に
友
だ
ち
と
食
べ

た
り
。
そ
れ
で
付
い
た
あ
だ
名
が「
歩
く
食
糧
事

務
所
」で
す
。

小
学
生
の
こ
ろ
一
番
憧
れ
た
缶
詰
は
、
イ

ワ
シ
の
し
ょ
う
油
煮
で
し
た
。
遠
足
の
と
き
ア

ツ
ア
ツ
の
ご
飯
を
飯
ご
う
の
蓋
に
盛
り
、
そ

の
上
に
イ
ワ
シ
を
の
せ
て
食
べ
た
、
あ
の
味

が
美う

ま味
か
っ
た
こ
と
！　

イ
ワ
シ
の
濃
厚
な

コ
ク
味
と
ご
飯
の
甘
み
が
、
口
の
中
い
っ
ぱ

い
に
広
が
り
ま
す
。
こ
れ
で
私
は
缶
詰
に
目

覚
め
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

E s s a y

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授   

小
泉 

武
夫
氏

缶
詰
は
愛
の
担
い
手
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さ
れ
て
、
ツ
ル
ル
ル
ル
ン
と
、
の
ど
越
し
も
抜

群
で
す
。
手
軽
で
簡
単
に
つ
く
れ
、
な
お
か
つ

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
て
経
済
的
。
お
す
す
め

の
一
品
で
す
。

缶
詰
の
役
割
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い

く
も
の
で
す
が
、
他
の
容
器
で
は
替
え
が
き
か

な
い
優
れ
た
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

缶
が
光
や
酸
素
を
通
さ
な
い
た
め
、
中
味
が
酸

化
・
変
質
す
る
こ
と
な
く
、
長
期
間
保
存
で
き
る

こ
と
で
す
。
本
物
の
味
を
新
鮮
な
ま
ま
閉
じ
込

め
る
こ
と
が
で
き
る
安
定
し
た
容
器
な
の
で
す
。

例
え
ば
魚
が
大
漁
だ
っ
た
と
き
に
缶
詰
に
加
工

す
れ
ば
、
美
味
し
い
ま
ま
海
の
資
源
を
ス
ト
ッ

ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
人
類
は
今
後
さ
ら
な
る
人
口
爆
発
に

よ
っ
て
、
食
糧
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩
れ
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
缶
詰
は

命
の
綱
に
な
っ
て
く
れ
る「
愛
の
担
い
手
」と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
談
）

日
本
は
缶
詰
の
豊
か
な
国
で
す
。
特
に
魚
の

缶
詰
は
3
0
0
種
類
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
ク

ジ
ラ
、
サ
ン
マ
、
サ
ケ
、
ツ
ナ
と
心
に
残
る
缶

詰
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
一
番
凝
っ
た
の

は
サ
バ
の
水
煮
缶
で
す
。

こ
こ
で
小
泉
流
サ
バ
水
煮
缶
の
愛
し
方「
極
旨

サ
バ
ネ
バ
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
」を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
は
山
形
の
郷
土
料
理
の
変
形
で
す
。

サ
バ
の
水
煮
缶
か
ら
半
分
ほ
ど
身
を
取
り
出
し
、

麺
つ
ゆ
の
中
で
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、
よ
く
練
っ
た

納
豆
を
混
ぜ
、
ネ
ギ
を
加
え
ま
す
。
あ
と
は
ゆ

で
た
て
の
う
ど
ん
を
鍋
か
ら
直
接
麺
つ
ゆ
に
ひ
っ

ぱ
り
こ
ん
で
、
豪
快
に
ズ
ル
ル
ル
ル
ッ
と
す
す

る
だ
け
。

納
豆
に
含
ま
れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
サ
バ
に

含
ま
れ
る
イ
ノ
シ
ン
酸
が
合
わ
さ
る
と
、
う
ま

味
成
分
の
相
乗
効
果
で
1
＋
1
が
な
ん
と
７
倍

の
美
味
し
さ
に
な
り
ま
す
。
サ
バ
缶
の
ト
ロ
ッ

と
し
た
煮
汁
の
脂
が
う
ど
ん
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

小
泉
武
夫 （
こ
い
ず
み
・
た
け
お
）

1
9
4
3
年
福
島
県
の
酒
造
家
に
生
ま
れ
る
。
農
学
博
士
。
専
攻

は
醸
造
学
、
発
酵
学
、
食
文
化
論
。
66
年
東
京
農
業
大
学
農
学
部

醸
造
学
科
卒
業
、
82
年
同
大
学
応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科

教
授
を
経
て
現
職
。
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
の
コ
ラ
ム「
食
あ
れ
ば

楽
あ
り
」が
21
年
間
連
載
中
で
好
評
。
著
書
に『
食
と
日
本
人
の
知

恵
』（
岩
波
現
代
文
庫
）、『
発
酵
食
品
礼
讃
』（
文
春
新
書
）、『
缶
詰

に
愛
を
こ
め
て
』（
朝
日
新
書
）な
ど
単
著
1
3
1
冊
。

サンマしょう油煮缶のぶっかけ飯
イワシ、サバ、そしてサンマの「青物三兄弟」のしょう油
煮缶は、ご飯のおかずに重宝する魔法のような食べ物。

牛肉がぜい沢だった子どものころ、肉と言えばクジラだったという。
今では幻の味だ。

味覚人飛行物体
学術調査で国内外を飛び回っているうちに付いたあだ名。
小泉氏のお気に入りで、商標登録している。
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缶
詰
の
誕
生

缶
詰
の
誕
生

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
缶
詰
の
深
い
関
係

缶
詰
の
缶
の
材
料
は
ブ
リ
キ
と
い
う
薄
い
鉄
の
板
で
す
。

ブ
リ
キ
は
13
世
紀
頃
に
ボ
ヘ
ミ
ア（
現
在
の
チ
ェ
コ
）で
誕

生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
薄
い
鉄
板
を
錫す

ず

で
め
っ
き

す
る
こ
と
で
美
し
く
、
さ
び
に
く
く
な
り
、
当
初
は
食
器

や
装
飾
品
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

お
な
じ
み
の
缶
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
英
雄
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

19
世
紀
初
頭
、
フ
ラ
ン
ス
軍
を
率
い
て
遠
征
を
重
ね
て

い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
兵
士
た
ち
の
士
気
を
高
め
る
た
め

政
府
に
食
事
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
フ

冷
蔵
庫
な
ど
が
な
い
時
代
、
食
材
を
新
鮮
に
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る

の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
期
間
で
し
た
。
缶
詰
の
誕
生
は
今
か
ら
お
よ
そ

2
0
0
年
前
。
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
夢
の
よ
う
な
商
品
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
新
鮮
さ
と
美
味
し
さ
を
閉
じ
込
め
た
そ
の
小
さ
な

缶
に
は
、
先
人
の
知
恵
と
工
夫
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
芽
吹
き
、

　
　
　
米
国
で
花
開
い
た
缶
詰
産
業

ナポレオン・ボナパルト（1769～1821）
1796年、イタリア遠征軍司令官に任命され、フランス軍を率いてヨーロッパ各地を転戦していた
ナポレオンは、美味しくて腐らない兵食を政府に要請。これが缶詰の誕生のきっかけとなった。

◉ 

監
修  
大
和
製
罐
株
式
会
社
顧
問   

池
田 

昌
男
氏

ニコラ・アペール
（1749～1841）
缶詰の原理を発見したフランス人。1804年、
約10年の研究の末、真空で詰めた食品は加熱
すれば長期保存ができることを発見した。こ
の発明によりアペールは政府から1万2,000フ
ランの賞金を受け取った。

© PPS通信社

© 公益社団法人
日本缶詰びん詰
レトルト食品協会
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ハンダ付け

二重巻締め

ハンダ付け

古いタイプのブリキ缶

新しいタイプのブリキ缶

ラ
ン
ス
政
府
は
懸
賞
金
付
き
で
食
糧
貯
蔵
法
を
公
募
し
ま

し
た
。1
8
0
4
年
、フ
ラ
ン
ス
人
の
ニ
コ
ラ
・
ア
ペ
ー
ル
は
、

ガ
ラ
ス
び
ん
に
食
物
を
入
れ
て
密
封
し
、
加
熱
殺
菌
す
る

手
法
を
発
明
し
懸
賞
金
を
手
に
し
ま
す
。

そ
し
て
１
８
１
０
年
、
英
国
の
ピ
ー
タ
ー
・
デ
ュ
ラ
ン
は

ア
ペ
ー
ル
の
貯
蔵
法
を
、
び
ん
で
は
な
く
ブ
リ
キ
容
器
に

応
用
し
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
英
国
は
産
業
革

命
に
よ
り
鉄
鋼
業
が
栄
え
、世
界
一
の
ブ
リ
キ
生
産
国
で
あ
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
デ
ュ
ラ
ン
は
ブ
リ
キ
缶
を「
テ
ィ

ン
・
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー（T

in Canister

）」と
命
名
し
ま
し
た
。

英
語
で
缶
を
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
呼
ぶ
の
は
こ
こ
に
由
来
し
ま
す
。

ま
た
日
本
語
の
缶
は
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
音
訳
語
で
す
。

世
界
初
の
缶
詰
工
場
は
1
8
1
2
年
、
や
は
り
英
国
人

の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ド
ン
キ
ン
と
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ブ
リ
キ
の
缶
詰
は
び
ん
詰

に
比
べ
る
と
高
価
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
用
途
は
軍
隊
向

け
な
ど
特
殊
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
広

く
一
般
に
広
ま
る
の
は
19
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
最
初
に
開
拓
さ
れ
た
北
東
部
は
寒
さ
が
厳

し
く
、
冬
の
保
存
食
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
国
土
が
広
大
で
物
資
の
輸
送
距
離
が
長
い
た
め
、
容

器
が
割
れ
る
び
ん
よ
り
ブ
リ
キ
缶
が
適
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
水
産
物
と
農
産
物
が
豊
富
な
北
東
部
の
チ
ェ

サ
ピ
ー
ク
湾
を
中
心
に
缶
詰
の
生
産
量
が
飛
躍
的
に
伸
び

て
い
っ
た
の
で
す
。　

ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
胴
と
蓋ふ

た

を
ハ
ン
ダ
付
け
す

る
必
要
が
な
く
、
安
全
で
衛
生
的
な「
サ
ニ
タ
リ
ー
缶
」と

呼
ば
れ
る
缶
も
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
、
自
動

化
も
進
み
、
製
缶
の
大
量
生
産
時
代
に
突
入
し
ま
す
。

１
９
０
１
年
に
は
北
東
部
ボ
ル
チ
モ
ア
の
４
つ
の
会
社

が
合
併
し
、
世
界
最
大
の
製
缶
会
社
Ａ
Ｃ
Ｃ（A

m
erican 

Can Com
pany

）が
誕
生
。
製
缶
は
自
動
車
と
並
ぶ
米
国

の
二
大
産
業
に
ま
で
成
長
し
、
世
界
市
場
を
席
巻
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

ドンキンの缶
1812年、英国のブライアン・ドンキン（写真上）
とジョン・ホールは世界初の缶詰工場を設立。
写真左は当時製造されていた缶詰の缶。ブ
リキ板が厚いため、「のみとハンマーで開け
てください」と書かれていた。

牡
カ キ
蠣の缶

1920～30年代、米国ボルチモアで
製造された牡蠣の缶。ボルチモア
のあるチェサピーク湾周辺は牡蠣
をはじめとする水産物が豊富で、
缶詰産業が大いに発達した。

「サニタリー缶」と二重巻締機
1896年、米国のチャールス・アムスはハンダを使わずに缶の胴
と蓋を接合する「二重巻締法」を完成させ、特許を取得した。
こうしてつくられる缶は衛生的であることから「サニタリー缶」
と名付けられた。翌年、米国の技師ジュリアス・ブレジンガーは、
サニタリー缶の自動製缶機を開発。安く大量に高品質な缶が
製造できるようになった。

サニタリー缶の巻締機

© 公益社団法人 日本缶詰びん詰レトルト食品協会

© 公益社団法人
日本缶詰びん詰
レトルト食品協会

© 日本製缶協会

© Archives Center, National Museum of American History, 
　 Smithsonian Institution
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殖
産
振
興
策
と
し
て
始
ま
っ
た

缶
詰
産
業

日
本
に
お
け
る
缶
詰
の
歴
史
は
明
治
時
代
に
始
ま
り
ま
す
。

明
治
維
新
後
、
政
府
は
欧
米
列
強
と
肩
を
並
べ
る
た
め
に

は
産
業
を
興
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
缶
詰
に
着
目
。
海

外
か
ら
技
術
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
当
時
開
拓
が
進
ん

で
い
た
北
海
道
で
サ
ケ
・
マ
ス
缶
詰
の
官
営
工
場
を
設
立
し
、

外
貨
獲
得
の
手
段
と
し
ま
し
た
。

1
9
0
4（
明
治
37
）年
に
始
ま
っ
た
日
露
戦
争
で
勝
利

し
た
日
本
は
北
洋
で
の
漁
業
権
を
獲
得
し
、
こ
れ
を
き
っ

西
洋
に
学
び
、

　
　
世
界
に
広
が
っ
た
日
本
の
缶
詰

松田雅典（1832～95）
明治時代の実業家。1871（明治４）年、長崎の外国語学校の
司長を務めていた際、フランス人のレオン・ジュリーに手
ほどきを受け、鰯の油漬け缶を試作した。これが日本で最
初の缶詰とされる。

日本最古の缶詰ラベル
1877（明治10）年、明治政府は北海道開拓使石狩缶詰製造所でサケ缶の生産を
開始した。これが日本で最初の商業生産となった。写真は当時のラベル。

カムチャツカ缶詰工場
日露戦争で勝利し、北洋での漁業権を獲得した日本
は極北の地に缶詰工場を設立。写真は1910（明治43）
年に生産を開始したカムチャツカ缶詰工場。

北海道開拓使石狩缶詰製造所

© 公益社団法人
日本缶詰びん詰
レトルト食品協会

© 公益社団法人 日本缶詰びん詰レトルト食品協会

© 公益社団法人 日本缶詰びん詰レトルト食品協会

© 公益社団法人 日本缶詰びん詰レトルト食品協会
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か
け
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
な
ど
に
工
場
が
つ
く
ら
れ
、
缶
詰

製
造
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
第
一
次
世
界
大
戦

が
勃
発
す
る
と
欧
米
か
ら
ア
ジ
ア
へ
の
缶
詰
の
輸
出
が
停
止
。

代
わ
っ
て
日
本
か
ら
の
輸
出
が
急
増
し
、
業
界
は
好
景
気

に
わ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
缶
の
材
料
と
な
る
ブ
リ
キ
は
全

量
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。
ブ
リ
キ
用
の
薄
い
板
を

つ
く
る
に
は
高
度
な
技
術
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
ド

イ
ツ
人
技
術
者
ワ
ル
タ
ー
・
ル
オ
ス
キ
ー
ら
の
指
導
に
よ
り
、

八
幡
の
官
営
製
鉄
所
が
初
め
て
国
産
ブ
リ
キ
の
製
造
に
成

功
し
た
の
は
1
9
2
3（
大
正
12
）年
の
こ
と
で
す
。

時
代
が
昭
和
に
入
る
と
マ
グ
ロ
、
ミ
カ
ン
、
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
缶
詰
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
缶
詰
業
界
は
発
展
を
遂
げ
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず

つ
戦
争
の
暗
い
影
が
忍
び
寄
り
、
物
資
不
足
が
深
刻
化
す
る

と
各
地
の
缶
詰
工
場
も
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
、
業
界
は
再
び

活
況
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
す
。
昭
和
30
年
代
、
高
度
成

長
期
に
入
る
と
缶
詰
の
輸
出
が
増
え
、
そ
れ
に
呼
応
す
る

よ
う
に
ブ
リ
キ
の
需
要
も
高
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
ブ
リ

キ
製
造
に
必
要
な
錫
は
世
界
的
に
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
、
こ

の
頃
か
ら
錫
を
使
わ
な
い
缶
材
料
の
研
究
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
1
9
6
1（
昭
和
36
）年
、
世
界
に
先
駆
け
て
日

本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
T
F
S（
※
）の
開
発
に
成
功
。
そ
の

後
、
ビ
ー
ル
や
炭
酸
の
飲
料
缶
に
も
T
F
S
の
用
途
が
広

が
り
、「
歩
き
な
が
ら
飲
む
」と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
も
追
い
風
に
、
缶
詰
の
需
要
は
飲
料
缶
を
中
心
に
急

拡
大
し
、
今
日
へ
と
至
っ
て
い
ま
す
。

缶
詰
の
誕
生
か
ら
お
よ
そ
2
0
0
年
。
そ
こ
に
は
食
材

だ
け
で
な
く
、
味
を
保
ち
、
新
鮮
さ
を
保
つ
た
め
の
多
く

の
技
術
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
美
味
し
く
、
も
っ

と
栄
養
豊
か
に
│
│
そ
の
想
い
に
応
え
る
た
め
、
缶
詰
の

進
化
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

日本最古の自動製缶機
1912年に米国で製造され、59（昭和34）年に第一金属工業が
購入した自動製缶機。毎分180個の缶を生産することができた。
それまでは毎分１個の手作業であった。

官営製鉄所（八幡）ブリキ工場
ブリキ製造は鋼を0.3ミリ前後の薄板に加工し、めっきをはじめ
とする多くの処理工程が必要になる。数々の困難を乗り越え、
1923（大正12）年、官営製鉄所が初めて国産化に成功した。

写真提供：東洋製罐グループホールディングス株式会社

万博アサヒビール
製缶大手の東洋製罐は錫を使わない缶用鋼板TFSをビール缶に
初めて適用。朝日麦酒（現アサヒビール）の缶ビールとして、1970
（昭和45）年の大阪万博会場で初登場した。

日本初の缶ジュース
1954（昭和29）年、「明治天然オレンジジュース」は、びん入りが
常識であった時代、日本で最初の缶ジュースとして発売された。
付属の缶切りを使って穴を開けた。

（※）TFS（Tin Free Steel）＝錫を使用しない缶用鋼板

写真提供：株式会社 明治（旧 明治製菓株式会社）

写真提供：アサヒグループホールディングス株式会社
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缶詰は世界各地でつくられている。まぐろ・さけなど
の魚介類、みかん・桃などの果実類、コーン・トマト
などの野菜類──その種類は1,200種類以上にのぼる
と言われている。日本では保存食というイメージが強
いが、アメリカでは1人1週間当たり5.5缶が食べら
れているそうだ。この数字は日本の10倍以上に相当す
る。またヨーロッパでも4倍以上も消費されている。
ブリキの缶詰は世界の人々の食生活を豊かにしている。

缶詰
アラウンド・ザ・ワールド

日本
東京や大阪で缶詰料理を提供する

「缶詰bar」が増えている。

タイ
まぐろ類缶詰の生産量で

世界一を誇る。

アメリカ
代表的な家庭料理であるポーク&ビーンズは

スーパーの缶詰売り場の定番商品。

メキシコ
オレンジジュースの色や味、

ビタミンC などの栄養素を

缶の遮蔽特性が守っている。 ペルー
道路事情が悪く、

輸送時のダメージを

防ぐため牛乳も缶詰で

売られる。
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美
味
し
さ
を
包
み
守
る
ブ
リ
キ

な
ぜ
缶
詰
は
世
界
で
こ
れ
ほ
ど
つ
く
ら
れ
、
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
衛
生
的
で
安
心
・
安
全
な
食
品
で
あ
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
中
味
を
密
封
し
た
後
に
真
空
で
加
熱
殺
菌
す
る
た
め
、

殺
菌
剤
や
保
存
料
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
家
庭
で
調
理
す
る
よ
り
、

栄
養
価
を
高
く
保
つ
こ
と
が
で
き
、
食
中
毒
に
な
る
恐
れ
も
少
な
い
。

缶
詰
の
殺
菌
方
法
は
中
味
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
そ
の
過
程
で
大
き

な
圧
力
が
加
わ
る
た
め
、
缶
に
は
か
な
り
の
強
度
が
求
め
ら
れ
る
。
ブ

リ
キ
で
つ
く
ら
れ
た
缶
は
、
他
の
容
器
と
比
べ
て
高
い
強
度
を
持
ち
、

構
造
的
に
も
十
分
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
強
さ
は
針
で
刺
し
て

も
穴
が
開
か
な
い
ほ
ど
だ
。
持
ち
運
び
や
輸
送
時
に
お
け
る
衝
撃
に
対

し
て
も
変
形
し
に
く
く
壊
れ
な
い
た
め
、商
品
と
し
て
扱
い
や
す
い
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

こ
う
し
た
缶
の
丈
夫
さ
は
、
缶
詰
の
品
質
を
長
期
間
に
わ
た
り
保
つ

こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。生
鮮
食
品
は
時
間
が
経
て
ば
腐
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
缶
詰
は
密
封
さ
れ
て
い
る
た
め
、
微
生
物
の
侵
入
や
繁
殖
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
缶
詰
の
賞
味
期
限
は
通
常
3
年
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
1
1
4
年
間
保
存
さ
れ
た
缶
詰
が
十
分
食
べ
ら
れ
た
と
報
告
さ
れ

て
お
り
、
優
れ
た
保
存
性
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
缶
詰
は
常
温
で
貯
蔵
で
き
る
た
め
、
輸
送
や
保
管
の
と
き
冷

蔵
設
備
を
必
要
と
し
な
い
。
輸
送
コ
ス
ト
を
下
げ
、
冷
蔵
庫
の
な
い
地

域
で
も
保
存
で
き
、
冷
蔵
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
C
O
2
排
出
の
抑

制
に
つ
な
が
る
。
食
べ
終
わ
っ
た
後
も
、
日
本
で
は
あ
き
缶
を
分
別
排
出

す
れ
ば
必
ず
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
賞
味
期
限
が
長
い
た
め
ロ
ス
が
少
な
い
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

国
連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
食
糧
廃

棄
率
は
生
産
量
の
３
分
の
１
に
の
ぼ
る
。
缶
詰
は
食
品
ロ
ス
低
減
に
も

貢
献
す
る
。

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ブ
リ
キ
の
缶
詰
が
、
私
た
ち
の
食
生
活
を

豊
か
に
し
て
い
る
の
だ
。

フランス 農業国でもあるだけにオリーブや

マッシュルームといった野菜の缶詰

が多くつくられている。

スペイン
地中海や大西洋の新鮮

な魚介類がたっぷり詰

まっている。

インドネシア
ラマダン明けのエネルギー補給に

クッキー缶が人気だ。

中国
朝食に欠かせないお粥を

手軽に食べられる缶詰が

人気だ。
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タ
イ
の
首
都
・
バ
ン
コ
ク
か
ら
南
西
へ
約

2
0
0
キ
ロ
。
古
く
か
ら
タ
イ
王
族
の
避
暑
地
と

し
て
知
ら
れ
る
ホ
ア
ヒ
ン
に
や
っ
て
き
た
。
由
緒

あ
る
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
地
の
ホ
ア
ヒ
ン
に
は
、
も

う
一
つ
の
顔
が
あ
る
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
名
産
地

な
の
だ
。
街
中
か
ら
山
間
へ
向
か
っ
て
車
で
15
分

ほ
ど
走
る
と
、
道
路
の
両
脇
の
な
だ
ら
か
な
丘
陵

地
帯
に
見
渡
す
限
り
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
が
広
が
る
。

こ
こ
に
青
果
加
工
食
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
ド
ー
ル

社
の
農
場
と
加
工
工
場
が
あ
る
。

「
よ
う
こ
そ
、
ド
ー
ル
へ
」。
社
長
の
ケ
ビ
ン
・

デ
ー
ビ
ス
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
タ
イ
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
と
も
に
ド
ー
ル
社
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る

一
大
生
産
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
広
大
な
自
社
農

キ
ッ
チ
ン 
オ
ブ 

ザ 

ワ
ー
ル
ド
・
タ
イ
を
ゆ
く

パ
イ
ン
缶
が
で
き
る
ま
で

強
い
甘
み
と
ほ
ど
よ
い
酸
味
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

は
バ
テ
気
味
の
体
を
癒
し
て
く
れ
る
フ
ル
ー
ツ
だ
。

で
も
、
ま
る
ご
と
1
個
を
食
べ
よ
う
と
す
る
と
、

松
ぼ
っ
く
り
の
よ
う
な
硬
い
皮
を
ザ
ク
ッ
と
切

る
の
に
一
苦
労
す
る
。
パ
イ
ン
缶
で
あ
れ
ば
手

軽
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
。
そ
の
パ
イ
ン
缶
、

一
体
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
王
国
タ
イ
へ
旅
に
出
た
。

太
陽
の
恵
み
た
っ
ぷ
り

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
収
穫
す
る

タイ
ホアヒン
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場
や
契
約
農
家
で
収
穫
さ
れ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
か

ら
、
パ
イ
ン
缶
や
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
缶
な
ど
、

約
2
0
0
0
種
類
に
の
ぼ
る
商
品
が
つ
く
ら
れ
て

い
る
。「
ま
ず
は
農
場
を
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
」。

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
、
株
の
中
心
部
に
小
さ
な
薄

紫
色
の
花
を
球
状
に
咲
か
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
小
さ

な
実
を
つ
け
、
そ
れ
ら
が
合
体
し
て
1
個
の
果
実

と
な
る
。
受
精
せ
ず
に
実
を
結
ぶ
た
め
種
子
は
な

く
、
果
実
の
上
や
下
、
根
な
ど
至
る
と
こ
ろ
か
ら

芽
が
出
る
。
農
場
で
は
茎
を
植
付
け
苗
と
し
て
い

る
。
苗
を
植
え
て
か
ら
10
カ
月
で
実
り
、
そ
の
半

年
後
も
う
一
度
収
穫
で
き
る
。
生
育
に
最
適
な
温

度
は
20
～
30
℃
で
、
気
温
が
10
℃
以
下
に
な
る
と

成
長
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
タ
イ
の
年
間
平

均
気
温
は
約
29
℃
。
一
番
涼
し
い
12
月
の
平
均
気

温
も
17
℃
だ
か
ら
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
1
年
中
育
ち
、

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
直
営
農
場
は
全
体
の
10
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
契

約
農
場
で
収
穫
さ
れ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
毎
日
大

量
に
加
工
工
場
へ
入
荷
さ
れ
ま
す
が
、
品
質
検
査

に
合
格
し
な
け
れ
ば
買
い
取
り
ま
せ
ん
」と
農
業

開
発
担
当
役
員
の
ジ
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ラ
コ
ル
タ
さ
ん
。

そ
の
代
わ
り
契
約
農
場
へ
の
支
援
は
惜
し
ま
な
い
。

栽
培
方
法
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
契
約
農
場
を
巡
回
し
、

肥
料
や
農
薬
の
散
布
な
ど
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
契
約
農
場
か

ら
見
る
と
、
ド
ー
ル
社
の
購
入
価
格
が
安
定
し
て

い
る
た
め
、
安
心
し
て
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
栽
培
に
専

念
で
き
る
。「
酸
味
を
抑
え
、
よ
り
甘
み
を
増
し
た

新
品
種
M
G
3（「
ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
オ
」ブ
ラ
ン
ド
で

す
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
出
荷
さ
れ
て
い
る
）に
、

3
年
か
け
て
切
り
替
え
て
い
く
計
画
で
す
。
こ
れ

が
ド
ー
ル
の
未
来
で
す
」と
、
ジ
ミ
ー
さ
ん
は
誇
ら

し
げ
に
農
場
を
見
渡
し
た
。

広大な畑を耕す強い日差しと水分蒸発から守りつつ苗を育てる厳格に管理した栽培マニュアルに沿って
農薬や肥料を与える

収穫後トラックで加工工場へ入荷されたパイナップルは窒素量や糖度など品質を検査 パイナップルを大きさごとに選別
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ド
ー
ル
社
の
大
き
な
特
徴
は
、
自
社
の
加
工
工

場
で
缶
を
つ
く
り
、
周
囲
で
収
穫
さ
れ
た
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
を
加
工
し
て
詰
め
る
一
貫
生
産
を
行
っ
て
い

る
点
だ
。
缶
は
ブ
リ
キ
鋼
板
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ブ
リ
キ
は
福
岡
県
北
九
州
市
の
新
日
鉄
住
金

八
幡
製
鉄
所
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
日
本
か
ら
船

で
輸
送
さ
れ
て
く
る
の
だ
。

ド
ー
ル
社
の
パ
イ
ン
缶
に
使
わ
れ
て
い
る
ブ
リ
キ

の
厚
さ
は
0・17
～
0・27
ミ
リ
。
パ
イ
ン
缶
で
は
最

も
薄
く
て
軽
い
。
タ
イ
で
つ
く
ら
れ
た
パ
イ
ン
缶
は

ア
メ
リ
カ
や
日
本
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ
輸

出
さ
れ
て
い
る
。
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
凸
凹
な
道
や

荒
れ
た
海
を
運
ぶ
と
き
、
缶
が
強
く
な
け
れ
ば
壊
れ

て
中
味
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
た
と
え

中
味
が
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
で
な
く
て
も
、
亀
裂
が
入
れ

ば
微
生
物
が
発
生
し
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
腐
っ
て
し

ま
い
食
べ
ら
れ
な
い
。
一
方
、
缶
が
軽
け
れ
ば
大
量

に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
輸
送
効
率
が
高
ま
り
C
O
2

排
出
抑
制
に
も
貢
献
で
き
る
。
よ
り
安
全
に
、
よ
り

多
く
の
パ
イ
ン
缶
を
届
け
る
た
め
、
ブ
リ
キ
に
は
強

く
て
軽
い
と
い
う
性
能
が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
の
も

の
づ
く
り
が
、こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
の
だ
。

缶
の
形
状
に
は
い
く
つ
か
種
類
が
あ
る
が
、
タ

イ
で
は
3
ピ
ー
ス
缶
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
3
ピ
ー

ス
缶
は
缶
胴
・
上
蓋
・
底
蓋
の
3
つ
の
主
要
部
分

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
上
蓋
・
底
蓋
部
は
缶
の
直

径
に
合
わ
せ
て
丸
い
形
で
次
々
と
ブ
リ
キ
板
を
打

ち
抜
い
て
い
く
。
缶
胴
部
に
つ
い
て
は
缶
の
大
き

さ
に
合
わ
せ
て
切
断
し
た
1
枚
の
ブ
リ
キ
板
を
丸
め
、

電
気
溶
接
し
て
円
筒
状
に
成
形
す
る
。
そ
し
て
缶

口
の
縁
を
外
側
に
出
し
た
後
、
底
蓋
を
巻
き
締
め

し
て
一
体
化
し
、
ま
ず
上
蓋
の
付
い
て
い
な
い
状

態
の
缶
を
製
缶
工
程
か
ら
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
加
工
工

程
へ
と
運
ぶ
。

「
製
缶
工
程
は
す
べ
て
自
動
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
上
が
っ
た
缶
を
4
時
間
ご
と
に
抜
き
取
り
検
査

し
て
い
ま
す
。
目
視
だ
け
で
な
く
オ
ー
ト
カ
メ
ラ
を

使
い
ま
す
。
万
一
不
具
合
が
見
つ
か
れ
ば
ラ
イ
ン
を

止
め
ま
す
」と
、
製
造
担
当
役
員
の
モ
ン
テ
ィ
エ
ン
・

ウ
ォ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
、
缶
の
品
質
に
眼
を
光
ら
せ
る
。

旬
の
味
覚
を
凝
縮
す
る

缶
を
つ
く
る

ドール社 タイ
1901 年、ジェームス・ドール氏がハワイ・オアフ島でパイナップル栽培を始め、「ハワイアン・パイナップル社」
として法人化したのがドール社の源流。2013 年、伊藤忠商事がドール社のアジアでの青果事業と全世界の加工事業
を買収しており、ドール社タイもその傘下にある。

打ち抜かれていく蓋部の鋼板（上）
短冊状に切断されていく缶胴部の鋼板（下）

鋼板を丸め自動溶接し円筒状に製缶。
工場内を高速で輝く鋼板が動き缶ができ上がっていく

右よりドール社 タイ　
社長 ケビン・デービスさん
農業開発担当役員 ジミー・ヴィラコルタさん
製造担当役員 モンティエン・ウォーガンさん
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製缶後しっかり品質をチェックする

　
新
日
鉄
住
金
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
ド
ー

ル
社
に
缶
用
ブ
リ
キ
鋼
板
を
お
届
け
し
て
い
る
。
そ

の
拠
点
が
八
幡
製
鉄
所
だ
。
ド
ー
ル
社
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
技
術
開
発
に
取
り
組
む
研
究
者
に
話
を
聞

い
た
。

　「
食
缶
は
一
般
的
に
内
面
を
塗
装
し
て
使
用
す
る

場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
ド
ー
ル
社
で
は
塗
装
せ

ず
に
使
用
し
ま
す
。
内
容
物
が
直
接
ブ
リ
キ
に
接

す
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
に
ブ
リ
キ
に
は
よ
り
高
い

品
質
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
鋼
板
の
不
純

物
を
極
限
ま
で
減
ら
し
耐
食
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
緻
密
な
合
金
層
確
保
や
、
め
っ
き
被
膜
の
均

一
化
な
ど
、
多
く
の
技
術
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
」

（
八
幡
製
鉄
所
品
質
管
理
部
　
油
井
聡
主
幹
） 

　「
軽
く
て
強
い
缶
の
形
状
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
解

析
し
、
そ
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
軽
さ（
鋼
板
の

薄
さ
）と
強
さ
と
い
う
相
反
す
る
特
性
を
両
立
さ
せ

る
た
め
に
は
、
ビ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
胴
部
分
の
溝
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
ど
の
位
置
に
、
ど

の
深
さ
で
入
れ
る
と
良
い
か
提
案
し
て
ド
ー
ル
社
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
物
流
効
率
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
」（
八
幡
技
術
研
究
部  

山
本
修
治
主
幹
研
究
員
）

　
ド
ー
ル
社
と
新
日
鉄
住
金
は
、
長
年
に
わ
た
り
定

期
的
に
技
術
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、
単
な
る
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
・
バ
イ
ヤ
ー
の
関
係
で
は
な
く
、緊
密
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
絶
え
間
な
い
技

術
開
発
で
、缶
の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
を
図
り
、安
全
・

安
心
な
フ
ル
ー
ツ
缶
を
世
界
の
食
卓
に
届
け
て
い
る
。

より軽く、より強い缶を
つくるために

FEM（有限要素法）で解析し最適な缶の形状を検討する、
八幡製鉄所品質管理部の油井聡主幹（奥）と八幡技術研究部
の山本修治主幹研究員
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さ
あ
、
い
よ
い
よ
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
加
工
工
程
だ
。

食
品
工
場
は
衛
生
管
理
が
第
一
。
従
業
員
は
白
い
作

業
服
を
着
て
、長
靴
を
履
き
、マ
ス
ク
と
帽
子
を
し
っ

か
り
か
ぶ
っ
て
い
る
。
見
学
者
も
同
じ
だ
。
工
場
内

は
温
度
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
見
て
い
る
だ
け
で
も

汗
が
噴
き
出
す
。

入
荷
し
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
大
き
さ
で
選
別
さ
れ

る
と
、
次
々
と
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
流
さ
れ
て
い
く
。

ま
ず
機
械
で
皮
を
む
き
、
芯
を
引
き
抜
き
、
筒
状

に
す
る
。
そ
し
て
2
0
0
0
人
の
従
業
員
が
待
ち

構
え
る
作
業
場
で
、
表
面
の
と
げ
が
1
個
ず
つ
手

作
業
で
切
り
取
ら
れ
て
い
く
。
表
面
が
き
れ
い
に
な

る
と
、決
め
ら
れ
た
厚
さ
に
輪
切
り
に
す
る
。そ
の
際
、

形
が
く
ず
れ
た
も
の
は
細
か
く
カ
ッ
ト
さ
れ
、
チ
ャ

ン
ク（
端
切
れ
）缶
や
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
缶
の
工

程
へ
と
移
さ
れ
る
。
輪
切
り
さ
れ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

は
、
手
作
業
で
丁
寧
に
素
早
く
缶
に
入
れ
ら
れ
て

い
く
。

そ
し
て
再
度
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
運
ば
れ
て
い
く
。

シ
ロ
ッ
プ
を
入
れ
た
後
は
、
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う

に
上
蓋
を
付
け
る
。
密
封
さ
れ
た
缶
は
1
0
0
℃

で
加
熱
殺
菌
し
た
後
、
冷
却
す
る
。
温
度
管
理
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室
で
監
視
し
て
お
り
、
先
程
の
光
景

と
打
っ
て
変
わ
り
ラ
イ
ン
は
す
べ
て
自
動
化
さ
れ
て

い
る
。

缶
の
中
で
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
に
シ
ロ
ッ
プ
を
馴
染
ま

せ
る
た
め
1
週
間
保
管
す
る
。
そ
の
後
、
缶
に
商

品
ラ
ベ
ル
を
貼
り
、
箱
詰
め
し
、
厳
格
な
検
査
に

合
格
し
た
パ
イ
ン
缶
だ
け
が
出
荷
さ
れ
る
。「
手
軽

に
食
べ
て
い
た
だ
く
た
め
、
缶
の
タ
ブ
を
開
け
や
す

く
工
夫
し
ま
し
た
。
そ
し
て
レ
シ
ピ
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
苦
手
な
人

で
も
食
べ
ら
れ
る
レ
シ
ピ
も
考
え
て
い
ま
す
」と
、

商
品
開
発
担
当
役
員
の
テ
ィ
パ
ポ
ー
ン
・
ナ
ガ
ー
マ
ナ

さ
ん
は
微
笑
ん
だ
。

美
と
健
康
を

世
界
の
食
卓
に
届
け
る

高速で芯と皮ががくり抜かれていく

1 個ずつセットし輪切りする

輪切り後、形の良いパインを手選別

2,000 人が一斉にパイナップルをさばいていく
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そ
の
夜
、
ケ
ビ
ン
さ
ん
と
食
事
を
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
出
身
の
ケ
ビ
ン
さ
ん
は
製
缶
メ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
経
て
ド
ー
ル
社
に
入
っ
た
。
ま
さ
に
缶
詰
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
市
場
は
緩
や

か
だ
が
、
確
実
に
増
え
て
い
る
。
そ
の
需
要
に
応
え

る
た
め
、
新
た
に
農
場
に
適
し
た
大
地
を
探
し
、
東

南
ア
ジ
ア
を
飛
び
回
っ
て
い
る
と
い
う
。
な
ん
と
多

く
の
人
た
ち
が
情
熱
を
持
っ
て
、
パ
イ
ン
缶
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
パ
イ
ン
缶
を

日
本
の
も
の
づ
く
り
が
支
え
て
い
る
の
だ
。

貴
重
な
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
ス
パ
イ
シ
ー
な

タ
イ
料
理
と
冷
え
た
ビ
ー
ル
。
食
が
進
む
。
さ
て

最
後
の
デ
ザ
ー
ト
は
、
も
ち
ろ
ん
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
だ
。

薄
く
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
皿
一
面
き

れ
い
に
並
べ
ら
れ
、
イ
チ
ゴ
と
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
生
ク

リ
ー
ム
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
目
で
見
て
美
味
し
く

く
、
食
べ
て
美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
だ
っ
た
。

強
い
甘
み
と
ほ
ど
よ
い
酸
味
は
、
こ
う
し
た
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
王
国
の
人
々
と
風
土
に
育
ま
れ
生
ま

れ
る
の
だ
。

1 個ずつセットし輪切りする

輪切り後、形の良いパインを手選別

缶に詰め
シロップを入れる

quality and reliability
品質という信頼の絆　

ドール社タイ  ケビン・デービス社長

ケビン・デービス社長と話す
ドール社タイ　商品開発担当役員 ティパポーン・ナガーマナさん

パイン缶を加圧加熱殺菌し食の安全を守る

パイン缶を磁石でパレット積みし次の工程へ

瞬く間にラベルが貼られていく

　
私
た
ち
は「
バ
リ
ュ
ー
」を
最
重
視
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
に
さ
ま
ざ
ま
な「
バ
リ
ュ
ー
＝
価
値
」を
お
届

け
す
る
の
が
ド
ー
ル
社
の
仕
事
で
す
。
そ
の
バ
リ
ュ
ー

の
一
つ
を
新
日
鉄
住
金
が
支
え
て
い
ま
す
。
新
日
鉄

住
金
の
デ
リ
バ
リ
ー
は
安
定
し
て
お
り
、
私
の
記
憶

す
る
限
り
大
き
な
品
質
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
品
会
社
と
し
て
品
質
へ
の
信
頼

は
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
新
日
鉄
住
金
と
は
、
お
互
い
の
立
場
や
ビ

ジ
ネ
ス
を
理
解
し
合
い
、
商
品
の
研
究
開
発
か
ら
コ

ス
ト
最
適
化
に
至
る
ま
で
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
当
社
は
鋼
材
の
ス
ペ
ッ
ク
統
一
化
を
進
め
新

日
鉄
住
金
で
の
生
産
効
率
向
上
に
貢
献
。
一
方
、
新

日
鉄
住
金
は
缶
の
強
度
を
高
め
る
デ
ザ
イ
ン
を
提
案

し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
社
に
と
っ
て
新
日
鉄
住
金
は

大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
で
す
。
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一
点
も
の
が
原
則
の
芸
術
作
品
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
で
カ
ン
ヴ
ァ

ス
に
作
品
を
印
刷
し
、
大
量
生
産
し
た
の
で
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
大
量
生
産
の
時
代
と

は
、
反
復
の
時
代
と
も
言
え
ま
す
。
毎
日
寸

分
違
わ
ぬ
商
品
が
大
量
に
生
み
出
さ
れ
、
消

費
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
大
量
生
産
さ

れ
た
商
品
は
没
個
性
で
つ
ま
ら
な
い
存
在
な
ど

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
豊
か
さ
と
反
復

の
美
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
時
代
に
し
か

経
験
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
価
値
を
最
も

洗
練
さ
れ
た
視
覚
的
表
現
で
提
示
し
た
芸
術
家
。

そ
れ
が
ウ
ォ
ー
ホ
ル
だ
っ
た
の
で
す
。（
談
）

た
と
え
現
代
ア
ー
ト
に
関
心
が
な
く
て
も
、

こ
の「
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
ス
ー
プ
缶
」を
ど
こ
か

で
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
は
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
は
1
9
2
8
年
、

米
国
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
移

民
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
商
業
デ
ザ
イ

ン
の
分
野
で
活
躍
し
た
後
、
1
9
6
2
年
に

大
衆
の
日
用
食
料
品
で
あ
っ
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
の

ス
ー
プ
缶
を
主
題
に
し
た
一
連
の
作
品
を
発
表

し
、
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
旗
手
と
し
て
一
躍
脚

光
を
浴
び
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
ス
ー
プ
缶
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ウ
ォ
ー
ホ
ル
は
取
材
で
そ
の
理

由
を「
好
き
で
い
つ
も
食
べ
て
い
た
か
ら
」と
語
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
言
葉
を
額
面
通
り

に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
彼
は
ク
レ

バ
ー
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
自
分
の
発
言
の
効

果
を
ク
ー
ル
に
計
算
し
て
い
ま
し
た
。
本
当
の

と
こ
ろ
を
決
し
て
語
ら
な
い
芸
術
家
で
し
た
。

食
品
工
場
で
日
々
大
量
生
産
さ
れ
る
ス
ー

プ
缶
。
そ
れ
は
米
国
が
迎
え
た
大
量
消
費
社

会
の
象
徴
の
一
つ
で
し
た
。
そ
う
し
た
時
代
性

は
当
然
な
が
ら
意
識
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
缶
の
ラ
ベ
ル
が
赤
と
白
の
２
色
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
複
数
を
並
べ
る
こ

と
に
よ
る
視
覚
的
な
効
果
も
狙
っ
て
い
た
は
ず

で
す
。
つ
ま
り
味
で
は
な
く
、
時
代
性
や
見

た
目
の
点
か
ら
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
ス
ー
プ
缶
を

選
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら

ウ
ォ
ー
ホ
ル
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
味
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
ス
ー
プ
缶
が
商

品
棚
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
こ
の

作
品
を
思
い
つ
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
ス
ー
プ
缶
」に
限
ら
ず
、

ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
作
品
に
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

は〝
反
復
〞で
す
。
当
時
、
米
国
の
ア
イ
ド
ル
で

あ
っ
た
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
や
エ
ル
ビ
ス
・

プ
レ
ス
リ
ー
の
肖
像
を
、
ひ
と
つ
の
画
面
に

繰
り
返
し
描
い
た
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

林 

卓
行  （
は
や
し
・
た
か
ゆ
き
）

1
9
6
9
年
東
京
都
生
ま
れ
。
97
年
東
京
藝
術
大
学
美

術
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
学
満
期
退
学
。
芸
術
学
修
士
。

専
門
は
美
術
批
評
、
近
現
代
美
術
史
研
究
。
著
書
に『
西

洋
絵
画
の
巨
匠
9
ウ
ォ
ー
ホ
ル
』（
小
学
館
）、共
著
に『
欧

米
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
後
の
運
動
』（
京
都
造
形
芸
術

大
学 

東
北
芸
術
工
科
大
学 

出
版
局 

藝
術
学
舎
）な
ど
。

アンディ・ウォーホル
（1928～87年）

1928年米国ペンシルベニア州の鉄鋼業の街・ピッツバーグ
に生まれる。大学で広告芸術を学び、卒業後は商業デザイナー
として活躍。62年「キャンベル・スープ缶」を発表し、ポップ・
アートの旗手となる。銀髪のカツラをトレードマークとし、
絵画だけでなく映画制作やロックバンドのプロデュースな
ど多方面で活躍したマルチ・アーティスト。2014年春、東京・
森美術館で国内史上最大の回顧展が開催された。

© PPS通信社
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大
人
の
社
会
科
見
学

缶
コ
ー
ヒ
ー

薫
り
高
き
味
わ
い
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
る

自
動
販
売
機
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
手
軽
に
買
え
る
缶
コ
ー
ヒ
ー
。
日
本
全
国
で
年
間
90
億
本
が

飲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ（
株
）と
、

同
社
か
ら
製
造
を
委
託
さ
れ
て
い
る（
株
）日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
群
馬
工
場
を
訪
ね
、
そ
の
真
髄
に
迫
っ
た
。
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式
と
同
じ
原
理
で
す
。
豆
を
挽
く
タ
イ
ミ
ン

グ
や
お
湯
の
温
度
に
も
商
品
ご
と
の
こ
だ
わ

り
が
あ
り
ま
す
」と
、
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
の

篠
崎
幸
博
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

第
1
湯
目
は
挽
い
た
豆
が
蒸
れ
て
膨
ら
む
よ

う
に
注
ぐ
。
蒸
ら
し
が
で
き
た
ら
、
第
2
湯
目

か
ら
は「
の
」の
字
を
描
く
よ
う
に
注
ぐ
と
こ
ろ

だ
が
、
工
場
で
は
シ
ャ
ワ
ー
で
均
等
に
注
ぎ
抽

出
し
て
い
る
。
ド
リ
ッ
プ
を
極
め
た
抽
出
で
、

工
場
に
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
漂
う
。

検
査
が
終
わ
る
と
、
商
品
ご
と
に
決
め
ら
れ
た

レ
シ
ピ
に
従
っ
て
原
料
を
計
量
し
配
合
す
る
。

さ
あ
準
備
が
整
っ
た
。
ド
リ
ッ
プ
が
始
ま
る
。

商
品
の
特
性
に
合
わ
せ
て
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
粒
が
一

定
に
な
る
よ
う
に
粉
砕
機
で
挽
き
、
抽
出
機
に
入

れ
て
い
く
。
抽
出
す
る
温
度
や
時
間
、
お
湯
と
豆

の
比
率
な
ど
の
条
件
は
自
動
制
御
さ
れ
て
い
る
。

「
規
模
は
大
き
い
の
で
す
が
、
カ
フ
ェ
や
ご

家
庭
で
布
や
紙
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
上
に
挽
い
た

豆
を
入
れ
、
上
か
ら
お
湯
を
注
ぐ
ド
リ
ッ
プ
方

ド
リ
ッ
プ
を
極
め
る

工
場
に
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
原
料
と
な
る
コ
ー
ヒ
ー

豆
、
牛
乳
、
砂
糖
、
そ
し
て
ス
チ
ー
ル
缶
な
ど

の
資
材
が
運
び
込
ま
れ
る
。
原
料
ご
と
に
品
目

や
数
量
に
間
違
い
は
な
い
か
、
包
装
は
破
れ
て

い
な
い
か
、
異
物
は
入
っ
て
い
な
い
か
な
ど
、

受
入
検
査
が
行
わ
れ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
も
味
や

香
り
を
確
認
し
品
質
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
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い
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
た
奥
深
さ
に
あ
り
ま

す
。
香
料
を
使
え
ば
比
較
的
簡
単
に
、
あ
る
程

度
は
再
現
で
き
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
あ
く

ま
で
コ
ー
ヒ
ー
本
来
の
味
を
追
求
し
、〝
無
香

料
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
〞で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り

続
け
て
い
ま
す
。
1
種
類
の
豆
だ
と
味
が
単
調

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
産
地
や
焙
煎
が
異
な
る

豆
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
で

複
雑
な
香
り
と
味
わ
い
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
」

缶
コ
ー
ヒ
ー
に
は
多
く
の
種
類
の
豆
が
ブ

レ
ン
ド
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
飲
み
ご
た
え

微
糖
の
場
合
、
厳
選
し
た
5
ヵ
国
の
豆
を
そ

れ
ぞ
れ
浅
煎
り
・
中
煎
り
・
中
深
煎
り
・
深

煎
り
の
4
段
階
に
焙
煎
し
た
計
20
種
類
の
焙

煎
豆
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

品
質
の
砦
は
人

で
き
た
缶
コ
ー
ヒ
ー
は
缶
底
に
賞
味
期
限
や

製
造
場
所
な
ど
を
印
字
し
箱
詰
め
さ
れ
る
が
、

出
荷
さ
れ
る
の
は
検
査
に
合
格
し
た
商
品
だ
け

だ
。
出
荷
検
査
で
は
中
味
の
成
分
が
規
格
通
り

で
あ
る
こ
と
を
、
理
化
学
装
置
を
駆
使
し
て
分

析
す
る
。
た
だ
し
味
や
香
り
と
い
っ
た
官
能
検

査
は
機
械
で
は
で
き
な
い
。
香
味
判
断
に
必
要

な
知
識
や
技
術
、
技
能
を
修
得
し
た
検
査
員
が
、

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
最
後
の
砦
と
な
っ
て
品

質
を
守
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
の
取
り
組

み
に
加
え
、
意
図
的
な
異
物
の
混
入
な
ど
を
防

止
す
る
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
強
化
で
、
こ

れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
で
美
味
し
い
缶
コ
ー
ヒ
ー

を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
」と
篠
崎
さ
ん
は
缶

コ
ー
ヒ
ー
づ
く
り
の
信
条
を
話
し
て
く
れ
た
。

コ
ー
ヒ
ー
本
来
の
味
を

追
求

工
場
見
学
を
終
え
て
、ど
う
し
て
も
気
に
な
っ

た
の
が
コ
ー
ヒ
ー
豆
だ
。
ブ
ラ
ン
ド
名
が
示
す

通
り
ブ
レ
ン
ド
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
は
ず
だ
。

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
の
坂
本
大
介
さ
ん
に
聞

い
た
。

「
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
は
、
か
ぐ
わ
し
い
香
り
、

酸
味
、
苦
味
、
甘
み
な
ど
、
い
く
つ
も
の
味
わ

ス
チ
ー
ル
缶
で

安
全
を
守
る

抽
出
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
は
、
内
面
を
洗
浄
し

た
ス
チ
ー
ル
缶
に
、
毎
分
1
5
0
0
缶
が
充

填
さ
れ
る
。
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
ス
ピ
ー
ド
だ
。

充
填
が
終
わ
る
と
、
高
速
の
ま
ま
次
々
と
蓋
が

付
け
ら
れ
て
い
く
。
渦
巻
状
に
蓋
と
缶
胴
を
接

合
す
る
巻
き
締
め
の
工
程
が
、
コ
ー
ヒ
ー
の
味

わ
い
を
閉
じ
込
め
て
お
く
た
め
に
は
重
要
だ
。

1
0
0
分
の
1
ミ
リ
の
ズ
レ
も
許
さ
な
い
精
度

で
、
し
っ
か
り
密
封
し
て
い
る
。

密
封
後
、
大
き
な
レ
ト
ル
ト
釜
に
入
れ
る
。

一
度
に
5
万
2
8
0
0
缶
が
1
0
0
℃
以
上

の
高
温
高
圧
下
で
熱
殺
菌
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
常
温
で
長
い
間
保
存
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

強
く
て
丈
夫
な
缶
の
特
長
を
活
か
し
て
品
質
を

保
証
し
て
い
る
の
だ
。

殺
菌
を
終
え
る
と
、
正
し
く
密
封
で
き
て
い

る
こ
と
を
1
本
ず
つ
検
査
す
る
。
こ
れ
は
打
検

と
い
う
工
程
で
、
ス
チ
ー
ル
を
用
い
た
陰
圧
缶

だ
か
ら
で
き
る
。
昔
は
人
が
缶
底
を
叩
い
た
と

き
の
反
響
音
を
聞
き
分
け
て
い
た
そ
う
だ
が
、

現
在
は
機
械
で
缶
底
に
当
て
た
音
の
周
波
数
を

自
動
的
に
測
定
し
、
缶
内
部
の
圧
力
に
換
算
す

る
こ
と
で
、
密
封
性
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
徹
底
し
た
品
質
管
理
で
、
美
味
し

さ
を
保
つ
だ
け
で
な
く
、
食
の
安
全
を
守
っ
て

い
る
。
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感
を
味
わ
い
な
が
ら
気
分
転
換
し
た
い
と
き

…
…
。
市
場
調
査
を
も
と
に
、
ど
ん
な
ブ
レ
ン

ド
を
し
た
ら
よ
い
か
決
め
、
楽
器
を
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
す
る
よ
う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
レ

シ
ピ
を
完
成
さ
せ
て
い
く
。
ま
さ
に
匠
の
技
だ
。

ま
た
、
坂
本
さ
ん
は
味
や
品
質
だ
け
で
な
く
、

そ
の
先
を
見
据
え
る
。

「
商
品
開
発
で
は
、
美
味
し
さ
や
品
質
に
加

え
て
、
新
し
い
価
値
や
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

新
し
い
価
値
の
一
つ
は
環
境
へ
の
対
応
だ
。
商

品
を
届
け
る
の
に
缶
は
欠
か
せ
な
い
。
缶
の
製
造
・

ラ
ベ
ル
印
刷
時
に
大
量
の
水
を
使
わ
ず
C
O
2

排
出
量
を
大
幅
に
抑
え
た
缶
や
、
缶
胴
部
の
厚

み
を
薄
く
し
資
源
使
用
量
や
商
品
を
運
ぶ
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
抑
え
る
軽
量
缶
を
採
用
し
て
い
る
。

軽
量
化
に
つ
い
て
は
、
缶
の
材
料
と
な
る
鋼
材

製
造
時
の
介
在
物
を
極
限
ま
で
な
く
す
こ
と
や
、

缶
の
形
状
の
工
夫
で
一
層
加
速
し
て
い
く
。

さ
ら
に
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
重
要
な
販
売
ツ
ー

ル
で
あ
る
自
動
販
売
機
の
消
費
電
力
を
低
減
。

ま
た
地
震
な
ど
の
災
害
で
停
電
に
な
っ
た
と
き
に
、

自
販
機
内
の
商
品
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る

災
害
救
済
ベ
ン
ダ
ー
を
設
置
し
、
地
域
社
会
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

缶
コ
ー
ヒ
ー
の
薫
り
高
き
味
わ
い
に
は
、

こ
う
し
た
も
の
づ
く
り
の
情
熱
が
詰
ま
っ
て

い
る
。
さ
て
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
ホ
ッ
と

一
息
、
ブ
レ
イ
ク
し
よ
う
。

変
わ
ら
な
い
本
物
の
美
味
し
さ
を
つ
く
り
続

け
る
た
め
に
は
、
豆
に
農
薬
が
残
留
し
て
い
な

い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
品
質
の
ば
ら
つ
き
を

な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
豆
が
需
要

の
拡
大
に
よ
り
価
格
が
高
騰
し
て
も
、
缶
コ
ー

ヒ
ー
の
販
売
価
格
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
仕
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
製
造
さ
れ
た
商
品
の
品
質
を
保
証
す

る
た
め
、
現
場
の
協
力
工
場
だ
け
で
な
く
、
い

く
つ
も
の
部
署
の
検
査
員
が
官
能
検
査
を
行
っ

て
い
る
。
原
材
料
か
ら
製
造
・
販
売
に
至
る
ま
で
、

多
く
の
人
々
の
知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て
缶
コ
ー

ヒ
ー
の
深
い
味
わ
い
が
生
ま
れ
る
の
だ
。

新
し
い
価
値
の
提
供

近
年
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
が
増
え
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
低
価
格
の
ド
リ
ッ
プ
コ
ー

ヒ
ー
が
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ー
ヒ
ー
が

手
軽
に
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
強
敵
が
現
れ
た
。

「
定
番
商
品
を
愛
飲
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
に
、
変
わ
ら
な
い
美
味
し
さ
を
届
け
る
と

と
も
に
、
新
た
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
た
め
の

商
品
開
発
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
今
求
め
ら
れ

て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
と
は
何
か
を
考
え
抜
き
、
ま

だ
顕
在
化
し
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
を
発
掘
す
る
。

そ
ん
な
缶
コ
ー
ヒ
ー
づ
く
り
に
挑
ん
で
い
ま
す
」

仕
事
の
合
間
に
気
合
い
を
入
れ
た
い
と
き
、

オ
フ
ィ
ス
で
少
し
ず
つ
飲
み
た
い
と
き
、
高
級
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小売店
自動販売機

鉄スクラップ

飲料工場

分別収集

資源化施設

分別排出

消費者

製缶工場 製鉄所

スチール飲料缶
リサイクルマーク

日本のスチール缶リサイクル率は90％を超えており、世界でも非常に高いレベルにある。
なぜ日本ではスチール缶のリサイクル率が高いのか。それは家庭や職場からの分別
排出に始まり、自治体により分別収集され、製鉄所でリサイクルするという資源循環
システムがしっかり確立されているからだ。

スチール缶リサイクル
ごみの減量化と環境負荷の低減を目指して
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全国 計

80工場

世界のスチール缶リサイクル率推移世界のスチール缶リサイクル率推移

スチール缶リサイクルの特長

スチール缶スクラップを再利用できる
製鉄所などの工場が全国各地にある。

スチール缶は磁力選別ができ、
そのままプレスするだけで
品質の高い原料になる。

受け皿が確立している選別が容易

ラ
ッ
プ
の
高
品
質
化
を
図
っ
た
。
そ
の
結

果
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
な
っ
た
ス
チ
ー
ル
缶
は
、

製
鉄
所
な
ど
全
国
80
カ
所
の
製
鉄
工
場
で

原
料
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
輸

送
の
コ
ス
ト
や
C
O
2
排
出
量
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
生
ん
だ
。
さ
ら

に
拡
大
生
産
者
責
任（
※
）の
考
え
に
基
づ
い

て
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
他
素
材
に
先
駆
け

て
有
償
ま
た
は
無
償
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
引

き
取
る
こ
と
を
保
証
し
た
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
下
支
え
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
ス
チ
ー
ル
缶
を
は
じ
め
自
動
車
、

家
電
、
鉄
道
、
船
舶
の
材
料
、
ビ
ル
や
橋

梁
と
い
っ
た
建
設
資
材
な
ど
、
ス
チ
ー
ル

缶
が「
何
に
で
も
」「
何
度
で
も
」生
ま
れ
変

わ
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
を
確
立
し
、

ご
み
の
減
量
化
と
環
境
負
荷
の
低
減
に
貢

献
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
ス
チ
ー
ル
缶
の
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
取
り
組
み
が
大
い
に
活
用
さ
れ
、

2
0
0
0
年
に
完
全
施
行
さ
れ
た
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
消
費
者
に
よ
る

分
別
排
出
、
自
治
体
に
よ
る
分
別
収
集
、

事
業
者
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
三
者

が
役
割
分
担
し
、
一
体
と
な
っ
て
ご
み
の

減
量
に
取
り
組
む
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
他
の
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
も
向
上
し
た
。
ス
チ
ー
ル
缶
の
利
用

と
分
別
排
出
は
私
た
ち
が
身
近
に
で
き
る

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
な
の
だ
。

ス
チ
ー
ル
缶
の
消
費
・
回
収
・
再
生
と

い
う
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
に
は
、
長
い
歴

史
が
あ
る
。
日
本
は
高
度
成
長
期
以
降
、

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
に
よ
っ

て
発
展
し
、
ご
み
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
り
、

ポ
イ
捨
て
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
と
最
終
処

分
場
の
逼
迫
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
製
缶

メ
ー
カ
ー
や
商
社
と
共
に
1
9
7
3
年
、

あ
き
缶
処
理
対
策
協
会（
現
在
の
ス
チ
ー
ル

缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
）を
設
立
し
、
ま
ち
美

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ご
み
減
量
化
に

い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
き
た
。

従
来
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
た
ス
チ
ー

ル
缶
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
先
進
的
な
自
治

体
と
連
携
し
て
分
別
収
集
の
仕
組
み
を
つ

く
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
た
。
ス
チ
ー

ル
缶
は
分
別
収
集
さ
れ
た
後
、
自
治
体
ま

た
は
民
間
な
ど
の
資
源
化
施
設
で
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
と
な
る
。
資
源
化
施
設
に
は
ア
ル

ミ
缶
や
び
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
容
器
包

装
が
集
め
ら
れ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た

め
に
は
容
器
包
装
を
素
材
ご
と
に
選
別
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
人
手
に
頼
る
が
、
ス
チ
ー

ル
缶
は「
磁
石
に
く
っ
つ
く
」と
い
う
特
性

を
活
か
し
、
磁
気
選
別
機
で
簡
単
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
プ
レ
ス
し
て

塊
に
す
る
だ
け
で
製
鉄
原
料
と
し
て
使
え

る
の
が
大
き
な
特
長
だ
。

一
方
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
ス
チ
ー
ル
缶

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
統
一
規
格
化
す
る
と

と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
材
料
を

開
発
し
、
製
鉄
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
ス
ク

※ 

拡
大
生
産
者
責
任   

生
産
者
が
製
品
の
生
産
・
使
用

段
階
だ
け
で
な
く
、
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
段
階
ま
で
責
任

を
負
う
と
い
う
考
え
方
。

2
0
1
4
年
4
月
現
在
、
2
0
1
2
年
度
世
界
各
国
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
除
き
未
発
表
。
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新日鉄住金は、日本から輸出されるブリキの70％を超えるシェアを持つ、
世界最大級のブリキメーカーだ。新興国の人口増と生活水準向上に伴い、
飲料缶や食缶などの素材であるブリキ（鋼板）の需要は世界的に拡大を続けている。
グローバルプレーヤーとして、新日鉄住金は国内に3拠点、海外に4拠点を持ち、
高品質なブリキ製品の供給を通じて世界の経済発展に貢献している。

地産地消型ものづくり
新日鉄住金のブリキ事業

世
界
最
大
級
の

生
産
・
供
給
体
制
を
構
築

世
界
の
ブ
リ
キ
需
要
は
近
年
、
ア
ジ
ア
の
新

興
国
を
中
心
に
年
間
約
2
〜
3
％
で
伸
長
し
、

2
0
1
5
年
に
は
1
7
0
0
万
ト
ン
規
模
に

達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
中
で
も
食
品
や

飲
料
缶
向
け
の
ブ
リ
キ
は
、
優
れ
た
耐
久
性
や

食
の
安
全
性
を
確
保
す
る
高
い
品
質
と
、
板
厚

0
・
2
ミ
リ
前
後
の
極
薄
で
強
度
を
保
ち
な
が

ら
加
工
で
き
る
高
い
機
能
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ブ
リ
キ
を
生
産
で
き
る
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

は
世
界
で
も
限
ら
れ
て
い
る
。
新
日
鉄
住
金
は

長
年
培
っ
て
き
た
技
術
力
を
活
か
し
て
、
伸
び

ゆ
く
新
興
国
で
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
推
進
し
、

地
域
の
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
世
界
最
大
級

の
ブ
リ
キ
生
産
・
供
給
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

八幡製鉄所
1923（大正12）年、官営製鉄所（現在の八幡製鉄所）
でドイツ人技師の指導のもと日本で初のブリキ製造を
開始した。現在も薄くて強く、厳しい成形加工に耐え
るブリキを供給。

名古屋製鉄所
極めて薄い鋼板による缶の軽量化や、樹脂フィルムを
表面に被覆させたラミネート鋼板による缶の塗装工程
省略を可能にし、環境負荷軽減に貢献している。

広畑製鉄所
1959 （昭和34）年に日本で初めてブリキ用連続焼鈍
ラインを導入。78年には環境問題に対応する電気ブリ
キ製造システムを世界で初めて開発し工業化。日本発
のオリジナル技術として高く評価された。

インドネシア  ラティヌサ
（PT. Pelat Timah Nusantara Tbk）

1982年国営製鉄会社クラカタウ社の子会社として設立。
2009年に新日鉄（現在の新日鉄住金）連結子会社となる。
インドネシア唯一の容器用鋼板の製造・販売会社。

グローバル現場探訪
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世
界
の
食
卓
を
守
る
た
め
に

H
A
C
C
P
認
証
を
取
得

名
古
屋
・
広
畑
・
八
幡
製
鉄
所
で
は
、
食

品
安
全
性
に
関
す
る
国
際
的
な
基
準
で
あ
る

H
A
C
C
P（
ハ
サ
ッ
プ
）の
認
証
を
、
鉄
鋼
業
と

し
て
は
日
本
で
初
め
て
取
得
し
た
。

「
食
の
安
全
」に
関
す
る
危
機
意
識
の
高
ま
り
に

応
え
、
新
日
鉄
住
金
は
食
品
産
業
連
鎖（
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
）の
観
点
か
ら
、
素
材
メ
ー
カ
ー
と
し

て
原
料
の
受
け
入
れ
、
製
造
、
出
荷
の
す
べ
て
の

工
程
で
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
危
害
を
分
析
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
安
全
な
製
品
を
つ
く
る
た

め
の
重
要
管
理
を
定
め
、
管
理
手
順
ど
お
り
に
製

造
さ
れ
て
い
る
か
常
に
監
視
記
録
し
て
い
る
。
製

鉄
所
か
ら
食
卓
ま
で
。
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

の
衛
生
管
理
の
一
翼
を
担
い
、
こ
れ
か
ら
も
世
界

の
食
卓
を
守
っ
て
い
く
。

タイ STP
（Siam Tinplate Co., Ltd.）

1988年設立、92年操業開始。“Kitchen of the world”を
合言葉とする政策を背景に、食品産業の一大輸出拠点である
タイで、厳しい品質要求やきめ細かなデリバリー要請に応え
ている。

中国 PATIN
（広州太平洋馬口鉄有限公司）

1994年設立、97年操業開始。累計200万トンを超える生産
出荷実績を持つ中国最大級のメーカーに成長し、年々拡大する
中国のブリキ需要に応える。

中国 WINスチール
（武鋼新日鉄(武漢)ブリキ有限公司）

2011年設立、13年操業開始。日本国内の最新鋭設備と同等の
設備を導入し、高品質のブリキとブリキ原板を生産。PATINと
共に中国の旺盛な需要に応える。



30Vol.6　季刊 新日鉄住金

広州は北京、上海に次ぐ中国第三の大都市だ。大航海時代には
ポルトガルとの交易で南の玄関口として栄え、鉄づくりも盛ん
になった。中国語でブリキを意味する「馬口鉄」は「マカオ（馬口）
でつくられるさびない鉄」が語源とも言われる。新日鉄住金の
ブリキ事業でグローバル展開の先鞭をつけ、信頼性の高い製品
を供給するPATIN（広州太平洋馬口鉄有限公司）を紹介しよう。

PATIN
 中国の旺盛なブリキ需要に応える

PATINスタッフ（最前列右から5人目が総経理の近松幸士郎さん、その左隣が常務副総経理の張登発さん）

グローバル現場探訪

PATIN
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ど
日
本
の
企
業
文
化
の
良
さ
を
理
解
し
、
共
通
の
目

標
に
ま
い
進
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
P
A
T
I
N
は

転
機
を
迎
え
ま
し
た
」と
、
常
務
副
総
経
理
の
張
登
発

さ
ん
は
振
り
返
る
。
2
0
0
1
年
か
ら
は
一
転
し
て

右
肩
上
が
り
の
成
長
期
に
入
り
、
事
業
は
軌
道
に
乗
っ

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
進
め
た
い
日
本
側
と
産
業

を
振
興
し
た
い
中
国
側
。
両
者
の
思
い
が
一
つ
と
な
り
、

P
A
T
I
N
は
W
I
N
–
W
I
N
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

代
表
的
な
事
業
と
な
っ
た
。

伸
び
ゆ
く
巨
大
市
場
に
挑
む

新
日
鉄
住
金
の
ブ
リ
キ
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

は
、
現
地
の
製
缶
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
お
客
様
で
あ
り
、

現
地
の
需
要
に
応
じ
た
製
品
を
現
地
で
供
給
す
る
と

い
う
地
産
地
消
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
。
つ
ま
り

P
A
T
I
N
で
は
中
国
企
業
の
中
国
人
が
お
客
様
と

な
る
。
そ
こ
で
営
業
面
で
は
、
現
地
事
情
を
知
り
尽

く
す
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
存
分
に
手
腕
を
発
揮
し
て

い
る
。

「
2
0
0
0
年
代
に
入
り
需
要
は
毎
年
10
％
伸
び

て
き
ま
し
た
。
市
場
拡
大
に
伴
い
新
規
参
入
が
増
え
、

W
I
N
–
W
I
N
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
日
鉄
住
金
の
中
国
で
の
事
業
展
開
の
原
点
は
、

1
9
7
2
年
、
稲
山
嘉
寛
新
日
鉄
会
長（
当
時
）を
団

長
と
す
る
日
中
経
済
人
訪
中
団
が
中
国
を
訪
問
し
、

日
中
国
交
回
復
の
産
業
界
の
象
徴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
武
漢
製
鉄
へ
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
、
1
9
9
4

年
、
日
本
・
中
国
・
香
港
の
企
業
が
出
資
し
、
広
東

省
広
州
市
に
ブ
リ
キ（
容
器
用
鋼
板
）の
製
造
会
社

P
A
T
I
N
が
設
立
さ
れ
た
。

P
A
T
I
N
は
1
9
9
7
年
2
月
の
操
業
開
始

以
来
、
生
産
出
荷
累
計
2
0
0
万
ト
ン
を
超
え
、
順

調
に
稼
働
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
立
ち
上
げ
当
時

は
苦
難
の
連
続
だ
っ
た
。
工
場
に
は
国
内
製
鉄
所
と

同
等
の
最
新
鋭
設
備
を
導
入
し
た
が
、
鋼
板
の
せ
ん

断
で
の
不
具
合
な
ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
に

悩
ま
さ
れ
た
。
ま
た
中
国
政
府
の
輸
入
規
制
に
よ
り

日
本
か
ら
の
原
板
輸
入
が
許
可
さ
れ
ず
、
工
場
が
半

年
間
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら

に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
ア
ジ
ア
金
融
危
機
だ
。

1
9
9
7
〜
2
0
0
0
年
の
4
年
間
、
P
A
T
I
N

は
経
常
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
社
内
外
で

注
目
を
浴
び
た
海
外
合
弁
事
業
は
風
前
の
灯
だ
っ
た
。

「
国
情
や
企
業
の
あ
り
方
、
事
業
展
開
や
技
能
習

得
の
方
法
論
な
ど
、
現
場
を
担
う
私
た
ち
中
国
人
と

現
場
を
指
揮
す
る
日
本
人
の
考
え
方
の
相
違
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
異
な
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
す
。

日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
中
国
語
を
流
暢
に
操
り
、
通
訳

な
し
で
踏
み
込
ん
だ
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

一
方
、
中
国
人
も
時
間
厳
守
、
計
画
性
、
報
連
相
な

競
争
が
激
化
し
て
い
ま
す
。
市
場
環
境
の
変
化
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
、し
な
や
か
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

実
態
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」と
、
1
9
9
5
年
入
社
で
2
0
1
4
年

3
月
営
業
部
長
に
昇
進
し
た
張
学
義
さ
ん
は
話
す
。

P
A
T
I
N
の
用
途
別
出
荷
割
合
を
見
る
と
、

過
去
10
年
間
で
、
高
い
付
加
価
値
を

求
め
ら
れ
な
い
一
斗
缶
と
飲
料
缶

の
比
率
が
逆
転
し
た
。
中
国
で
も

健
康
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
と
い
う
新
ジ
ャ
ン
ル
が
誕
生

し
て
、
高
い
品
質
が
求
め
ら
れ
る
飲
料

缶
需
要
が
増
大
し
た
。
ま
た
日
本
と
異
な
る
特
長
は
、

お
粥
や
粉
ミ
ル
ク
、魚
の
缶
詰
需
要
が
大
き
い
こ
と
だ
。

広
州
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
立
ち
寄
っ
て
み
る
と
、

日
本
と
同
じ
よ
う
に
紙
パ
ッ
ク
の
牛
乳
は
販
売
さ
れ

て
い
る
が
、
缶
の
粉
ミ
ル
ク
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
圧

倒
的
に
広
い
。
乳
児
だ
け
で
な
く
子
ど
も
か
ら
成
人
、

高
齢
者
向
け
ま
で
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
る
。

張
さ
ん
は「
品
質
、
サ
ー
ビ
ス
、
安
全
・
安
心
の
ブ
ラ

ン
ド
で
存
在
感
を
示
し
、
伸
び
ゆ
く
需
要
に
応
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

競
争
が
激
化
し
て
い
ま
す
。
市
場
環
境
の
変
化
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
、し
な
や
か
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

実
態
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

年
入
社
で
2
0
1
4
年

月
営
業
部
長
に
昇
進
し
た
張
学
義
さ
ん
は
話
す
。

の
用
途
別
出
荷
割
合
を
見
る
と
、

年
間
で
、
高
い
付
加
価
値
を

ツ
飲
料
と
い
う
新
ジ
ャ
ン
ル
が
誕
生

し
て
、
高
い
品
質
が
求
め
ら
れ
る
飲
料

缶
需
要
が
増
大
し
た
。
ま
た
日
本
と
異
な
る
特
長
は
、

お
粥
や
粉
ミ
ル
ク
、魚
の
缶
詰
需
要
が
大
き
い
こ
と
だ
。

広
州
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
立
ち
寄
っ
て
み
る
と
、

日
本
と
同
じ
よ
う
に
紙
パ
ッ
ク
の
牛
乳
は
販
売
さ
れ

て
い
る
が
、
缶
の
粉
ミ
ル
ク
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
圧

倒
的
に
広
い
。
乳
児
だ
け
で
な
く
子
ど
も
か
ら
成
人
、

PATINのブリキが使われている缶製品

広州のスーパーマーケット（缶の粉ミルク商品が並ぶ）

PATIN営業部長
張学義さん

中日友好合作的道路
日中友好の道を切り拓く
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PATINPATIN

も
の
づ
く
り
を
支
え
る
現
場
力
向
上
に
余
念
が
な
い
。

「
中
国
国
内
で
最
も
高
い
技
術
力
を
誇
っ
て
い
ま
す
」

と
胸
を
張
っ
た
。

総
合
力
で
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応

ブ
リ
キ
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、
お
客
様

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
イ
ズ
や
納
期
に
間
に
合
わ
せ
て
、
効

率
良
く
操
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
短
納
期
対
応
、
需
要
変
化
に
応
じ
た
納
入
製
品

の
品
種
変
更
と
い
っ
た
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
細
か
く
対

応
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
重
要
で
す
。
一
方
、
経
営
面
で

は
で
き
る
だ
け
素
材
の
在
庫
量
を
減
ら
し
、
効
率
良

く
生
産
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
P
A
T
I
N

で
は
素
材
の
原
板
を
日
本
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
が
、

在
庫
は
0
・
5
カ
月
分
し
か
持
ち
ま
せ
ん
。
少
な
い

在
庫
で
、
フ
ル
稼
働
と
納
期
対
応
の
両
立
を
実
現
す

る
た
め
、
柔
軟
か
つ
迅
速
に
製
造
ラ
イ
ン
を
調
整
す

る
と
と
も
に
、
各
部
門
と
の
連
携
に
努
め
て
い
ま
す
」

と
、
せ
ん
断
・
梱
包
課
長
の
羅
居
冕
さ
ん
は
話
す
。

世
界
最
高
水
準
の
も
の
づ
く
り

品
質
、
サ
ー
ビ
ス
、
安
全
・
安
心
の
P
A
T
I
N

ブ
ラ
ン
ド
を
生
み
出
す
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
を
紹

介
し
よ
う
。
ロ
ー
モ
と
呼
ば
れ
る
ブ
リ
キ
原
板
は
、

新
日
鉄
住
金
の
名
古
屋
・
広
畑
・
八
幡
製
鉄
所
か
ら

広
州
へ
船
で
輸
送
さ
れ
る
。
P
A
T
I
N
は
広
州
東

部
の
広
東
省
広
州
経
済
技
術
開
発
区
に
立
地
し
、
背

後
の
珠
江
河
口
か
ら
原
板
が
陸
揚
げ
さ
れ
、
工
場
に

運
び
込
ま
れ
る
。

設
備
は
国
内
製
鉄
所
と
同
等
の
最
新
鋭
設
備
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
の
は

中
国
人
ス
タ
ッ
フ
だ
。「
高
品
質
な
ブ
リ
キ
を
安
定

し
て
生
産
す
る
た
め
に
は
、
人
材
が
カ
ギ
を
握
り
ま

す
。
一
人
前
の
オ
ペ
レ
ー
タ
に
な
る
ま
で
3
年
は
か

か
り
ま
す
。
ま
ず
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
操
業
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
な
が

ら
、
製
造
ラ
イ
ン
全
体
を
熟
知
し
た
人
材
を
育
成

し
て
い
ま
す
」と
、
め
っ
き
課
長
の
袁
華
国
さ
ん
。

めっき直後のキズ検査

せん断コントロール室

朝礼で安全操業を誓う

せん断ライン

実事求是
市場ニーズを追求していく

グローバル現場探訪

転型昇級
さらなるレベルアップを図る
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柔
軟
で
迅
速
な
生
産
体
制
の
実
現
に
は
、
原
板
輸

送
を
担
当
す
る
新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ
の
N
S
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
海
運（
株
）が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
高
頻
度
で
迅
速
な
配
船
に
よ
っ
て
在
庫
ミ
ニ
マ

ム
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
と
と
も
に
、
輸
送
時

の
原
板
ダ
メ
ー
ジ
の
低
減
に
努
め
原
板
不
足
に
よ
る

ラ
イ
ン
の
休
止
ゼ
ロ
に
貢
献
し
て
い
る
。
新
日
鉄
住

金
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
が
P
A
T
I
N
の
競
争
力
を

さ
ら
に
高
め
て
い
る
。

中
国
の
経
済
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
に

広
州
が
あ
る
広
東
省
は
、
日
本
の
四
国
ほ
ど
の
面

積
に
1
億
人
を
超
え
る
人
々
が
暮
ら
し
、
G
D
P
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
1
国
に
匹
敵
す
る
経
済
先
進
地
域

だ
。
急
激
な
経
済
成
長
に
伴
う
生
活
水
準
の
向
上

に
よ
り
、
缶
詰
や
缶
飲
料
な
ど
の
潜
在
需
要
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
中
国
で
は
中
西
部

内
陸
地
域
の
経
済
開
発
も
徐
々
に
進
み
、
需
要
の
拡

大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
新
日
鉄
住
金
は
湖
北
省
武

漢
市
に
ブ
リ
キ
製
造
・
販
売
の
合
弁
会
社
W
I
N

ス
チ
ー
ル（
武
鋼
新
日
鉄（
武
漢
）ブ
リ
キ
有
限
公
司
）

を
設
立
し
、
2
0
1
3
年
12
月
に
操
業
を
開
始
し

た
。
P
A
T
I
N
は
原
板
を
W
I
N
ス
チ
ー
ル
か
ら

購
入
し
供
給
ソ
ー
ス
の
多
元
化
を
図
る
と
と
も
に
、

W
I
N
ス
チ
ー
ル
の
ブ
リ
キ
販
売
も
行
い
潜
在
需
要

の
開
拓
に
挑
ん
で
い
る
。

「
広
州
に
は
中
国
の
製
缶
メ
ー
カ
ー
の
20
％
が
集

積
し
て
い
ま
す
。
立
地
の
優
位
性
を
最
大
限
に
活
か

し
て
、
お
客
様
の
現
場
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
技
術

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
伸
長
す
る
ハ

イ
エ
ン
ド
需
要
を
捕
捉
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
W
I
N

ス
チ
ー
ル
の
ブ
リ
キ
拡
販
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
へ
の
営
業
対
応
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
当
社
は
、

こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
通
じ
て
、
さ
ら
な

る
企
業
価
値
の
向
上
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
」と
、
総

経
理
の
近
松
幸
士
郎
さ
ん
は
力
強
く
展
望
を
語
っ
た
。

日
本
と
変
わ
ら
な
い
世
界
最
高
水
準
の
も
の
づ
く
り
で
、

こ
れ
か
ら
も
ブ
リ
キ
製
品
の
供
給
を
通
じ
て
中
国
の

経
済
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
。

PATINせん断・梱包課長  羅居冕さん

せん断後の品質検査を若手に指導する

要員効率化を実現するためコイル梱包ラインを新設

年々厳しくなる環境要求に対して、最新鋭の設備を導入して
万全の対応を実施

PATINめっき課長  袁華国さん

工場周囲にマンゴーなどの樹木を整備し、
工場と街と自然の調和を図っている

周囲の都市化が進み、住宅地や公共施設が近隣に迫る
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新
日
鉄
住
金
と
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
・

ミ
ッ
タ
ル
社
は
2
月
27
日
、
テ
ィ
ッ
セ

ン
ク
ル
ッ
プ
A
G
社
か
ら
テ
ィ
ッ
セ

ン
ク
ル
ッ
プ
U
S
A 

L
L
C
社
を
買

収
す
る
手
続
き
を
完
了
し
ま
し
た
。
米

国
に
お
け
る
合
弁
新
会
社
名
は
A
M

╱
N
S 

カ
ル
バ
ー
ト
L
L
C
社（
所

在
地
は
ア
ラ
バ
マ
州
）。
米
国
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
州
の
I
╱
N 

T
e
k
社
、
I
╱

N 
K
o
t
e
社
に
同
社
が
加
わ
る
こ

と
で
、
当
社
の
米
国
に
お
け
る
自
動
車

鋼
板
供
給
体
制
は
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ

ま
す
。

Nwes Clip 2014. 1-4新日鉄住金グループの動き

高
強
度
油
井
管
が

米
国
腐
食
学
会
で
最
高
賞
を
受
賞

新
日
鉄
住
金
の
高
合
金
油
井
管「
S
M
2
5
3
5
－

1
4
0
™
」が
、
米
国
腐
食
学
会
で
2
0
1
4
年
度
の

最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
採
掘
不
可
能

だ
っ
た
大
深
度
ガ
ス
井
の
開
発
を
可
能
と
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

授賞式の様子

新
日
鉄
住
金
は
平
成
26
年
度
文
部
科
学
大

臣
表
彰
で
、
科
学
技
術
賞（
開
発
部
門
）を
2

件
受
賞
し
ま
し
た
。
今
回
で
8
年
連
続
の
受
賞
、

ダ
ブ
ル
受
賞
は
2
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

コ
ー
ク
ス
炉
に
よ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

再
資
源
化
技
術
は
、
室
蘭
・
鹿
島
・
君
津
・

名
古
屋
・
八
幡
・
大
分
の
6
製
鉄
所
で
、

2
0
1
0
〜
13
年
度
平
均
で
年
間
約
20
万
ト

ン
を
リ
サ
イ
ク
ル
。
日
本
最
大
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

L
S
I
用
新
型
高
機
能
銅
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

ワ
イ
ヤ
は
、
2
0
0
9
年
の
量
産
開
始
以
降
、

金
ワ
イ
ヤ
か
ら
の
置
き
換
え
と
し
て
、
急
速

に
ワ
イ
ヤ
市
場
に
浸
透
。
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与

な
ど
に
よ
っ
て
新
型
銅
ワ
イ
ヤ
市
場
で
世
界

標
準
の
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
・
電
気
自
動
車
、
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
分

野
な
ど
へ
の
普
及
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
2
年
連
続
ダ
ブ
ル
受
賞

AM/NS カルバート LLCのロゴ

ア
ル
セ
ロ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ル
社
と
の

米
国
で
の
合
弁
会
社

『
A
M
╱
N
S 

カ
ル
バ
ー
ト
』

受賞者と進藤社長
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新
日
鉄
住
金
の「
L
N
G
タ
ン
ク
用
７
％
ニ
ッ

ケ
ル
鋼
板
」が
、
2
0
1
3
年
日
経
優
秀
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
賞
の
最
優
秀
賞
日
経
産
業
新
聞
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
高
価
な
ニ
ッ
ケ
ル
の
使
用
量
を

抑
え
な
が
ら
従
来
の
鋼
板
と
同
様
の
性
能
を
確

保
す
る
鋼
板
を
世
界
で
初
め
て
開
発
し
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

天皇・皇后両陛下が紀尾井ホールに行幸啓

新
日
鉄
住
金
は
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー

社
が
世
界
で
最
も
革
新
的
な
企
業
や
研
究

機
関
を
選
出
す
る
T
o
p 

1
0
0 

グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー 

2
0
1
3
ア
ワ
ー
ド
で
、

世
界
の
ト
ッ
プ
1
0
0
社
に
2
年
連
続
で

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
鋼
を
含
む
金
属
精

錬
業
界
か
ら
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
世
界

で
当
社
の
み
が
受
賞
す
る
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

世
界
で
最
も
革
新
的
な
企
業
ト
ッ
プ
1
0
0
社
に
2
年
連
続
選
出

新
日
鉄
住
金
の
高
合
金
油
井
管「
S
M
2
5
3
5
－

1
4
0
™
」が
、
米
国
腐
食
学
会
で
2
0
1
4
年
度
の

最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
採
掘
不
可
能

だ
っ
た
大
深
度
ガ
ス
井
の
開
発
を
可
能
と
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

トムソン・ロイター社 アジア・太平洋地域統括
MD長尾正樹氏（左）からトロフィーを授与される
岩城副社長（当時）

2
0
1
3
年
日
経
優
秀
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
賞
を
受
賞

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
1 

月
17 

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
紀
尾
井

ホ
ー
ル（
※
）に
お
出
ま
し
に
な
り
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
黒
沼
ユ
リ

子
さ
ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
ご
鑑
賞

さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
に
は
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
の
が
れ
き
や
奇

跡
の
一
本
松
の
一
部
を
材
料
に
つ

く
ら
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ヴ
ィ

オ
ラ
が
使
わ
れ
、
二
重
奏
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
）  

紀
尾
井
ホ
ー
ル
は
、
1
9
9
5

年
に
開
館
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
邦
楽

用
の
二
つ
の
特
色
あ
る
ホ
ー
ル
を
持
つ
。

表彰式にて友野COO（当時）と厚板事業関係者

新
日
鉄
住
金
の
絵
本
新
刊『
鉄
の
き
ず
な

の
新
・
モ
ノ
語
り
』は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
害
か
ら
地
域
と
共
に
復
旧
復
興
を
進
め

て
き
た
釜
石
製
鉄
所
な
ど
を
モ
デ
ル
に
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
に
欠
か
せ
な
い
鉄
鋼
業
の
役

割
や
地
域
に
根
づ
い
て
活
動
す
る
製
鉄
所

と
そ
の
社
員
の
熱
い
思
い
を
描
い
て
い
ま
す
。

【
新
刊
の
お
申
し
込
み
】

無
料
で
郵
送
い
た
し
ま
す
。
は
が
き
に 

①
郵
便

番
号
、
②
住
所
、
③
お
名
前
、
④
年
齢
を
ご
記
入

の
上
、
次
の
宛
先
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
1
0
0
－
8
0
7
1
　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
2
－
6
－
1

新
日
鉄
住
金
　
広
報
セ
ン
タ
ー
　
絵
本
新
刊
係

絵
本
新
刊『
鉄
の
き
ず
な
の
新
・
モ
ノ
語
り
』を
発
行
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